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イチョウ葉エ キス剤 Ginkgo　biloba　extractと、 抽出成分

bilobalideとの作用比較

奈 良県立医科大学 薬理学講座

○佐藤広康、西 田清
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【目的】最近 、イチョ ウ葉から抽出される成分が多くの 生理薬理活性を著すことが知られるように

な っ てきた 。 とくに 、中枢神経細胞 へ の 有効作用が い われ 、梗塞などの 細胞障害後の 機能改善

に関する報告がなされ て い る 。 同 時に 、 イチ ョウ葉 エ キス 剤には、膜イオン チャネル へ の 電気生

理 ・薬理学的作用が大きくクロ
ーズアッ プされてきており、我 々 は臨床的意義を裏付けるため 、そ

の 作用機序を解明してい る。現在、循 環器系器官へ の 薬理効果に つ い ても検討しており、今回 、
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心筋細胞膜イオン チャネル 電流へ の イチ ョウ葉エ キス剤 （Ginkgo　biloba　extract ，
　GBE ）とその

主要成分（bilobalide）の 電気薬理 ・生理学的効果を調べ た 。 モ ル モ ッ ト心室筋細胞を用 い て、イチ

ョ ウ葉エ キ ス成分の 活 動電位波形の 形状変化とその根底に流 出入する膜イオ ンチャネル 電流 へ

の 作用をまとめた 。

【方法】モ ル モ ッ トを腹腔 内からペ ン トバ ル ビタ
ー

ル 麻酔し、気管切開により人工 呼吸下におく。

こ の 状態 で、大動脈にカ ニ ュ
ー

レ を挿入 して、心臓を摘出し、ラン ゲ ン ドル フ 灌 流を行う。 灌 流液

に添加 したコ ラゲナ ーゼ により酵素処理 （15分）をして 、 単離心 筋細胞を作成する。 活動電位記

録は電流固定法を用い て 、 イオン チャネル 電流はホ
ー

ル セ ル 膜電位 固定法で行なっ た。 実験は、

36℃ 下で、Axon 　Patch−c亅amp ア ン プと PCLAMP を用い て解析 を行 っ た。

【結果 1 イチ ョ ウ葉 エ キ ス 剤 （GBE ）は 活動電位持続時間を著明に 延 長 したが 、主 要成 分

bilobaljdeは逆 に短縮した 。 同 時に、最大立ち上 がり速度（Vmax ）を減少させ た。 膜電位 固定法実

験では 、GBE はカル シ ウム電流 （ICa）を抑制し 、
　 bilobalideは増強した 。

一
方、最も活動電位持

続時間に関与してい るカ リウム 電流に対しても、全く相反する反応を著した 。 遅延整流性外 向きカ

リウム電流 （IK）と内向き整流カリウム 電流 （IKI）は共に GBE で著明に減少 し、
　bitobalideは逆に 両

者を増加させ た。

【考察】このように 、イチ ョ ウ葉 エ キス剤（GBE ）と、その 主要成分（bilobalide）の電気薬理・生理学

的効 果が 、全く相反することが判明した
。
カル シ ウム電流 （ICa）や 遅延整流性外 向きカリウム 電流

（IK）は、心機能を維持するの に重要な因子 であり、 イチョ ウ葉エ キ ス 剤が 臨床的に 心筋細胞の機

能制御 にも関与することが証 明された。こ の 相反 作用 が、漢方生薬学の 理解を難 しくするもの で

あるが 、
エ キス 剤は複合生 薬剤であり、混合薬として他の 成分との バ ラン ス で集約的に有効な薬

理 作用を発揮して い ると思われた。使用した生薬剤は 常盤植物化学研 究所か ら提供を受けた 。
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